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訪問看護とホームヘルプサービスの利用に影響を及ぼす要因

チェジョンヒョン

ムラシマ サチヨ

村嶋 幸代
ホリイ

堀井とよみ
ハットリ マリコ

服部真理子
ナガタ サトコ

永田 智子
アサハラ

麻原きよみ

目的　在宅ケアサービスの利用に関する従来の研究では，複数のサービスを一括して扱うことが

多かった。本研究では，訪問看護と介護サービスについて，各々の利用者の特徴を明らかに

することを目的とした。

方法　人口36,000人のS県M町における平成9年10月1日時点の訪問指導台帳より抽出した調

査対象高齢者134人に対し，質間紙を用いた面接調査を行った。訪問看護，ホームヘルプの

利用に関して，①利用の有無，および，②Andersenのモデルの3要因（属性要因，ニーズ

要因，サービス利用促進/阻害要因）との関連性を明らかにした。

結果および考察　134人中，訪問看護は38.1％，ホームヘルプは36.6％の人が利用していた。

　訪問看護は，高齢者のADLが低下しているほど，過去2年間の入院経験があるほど家族

の世話の仕方が少ないほど，介護者のサービス利用への抵抗感が少ないほど利用しており，

ニーズ要因が最も影響していた。

　ホームヘルプは，家族の世話の仕方が少ないほど，訪問看護を利用しているほど，利用し

ており，属性要因と利用促進/阻害要因が影響していた。

　訪問看護とホームヘルプの両方の利用者は，看護のみの利用者に比べて，家族がケアを提

供するのが難しく，また，ヘルパーのみの利用者に比べて利用者のADL等身体状態が低い。

結論　訪問看護とホームヘルプの利用を推進する要因は異なっており，両者を併せて利用してい

る者は，複合的ニーズを持っているという特徴が認められた。
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